
 

 

 

 

公的研究費の不正使用防止計画 
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平成 28 年 2 月 1 日 

  



１．目的 

 一般財団法人日本きのこセンターにおける研究活動上の不正行為の防止及び対応に

関する規程に基づき、一般財団法人日本きのこセンター（以下「本財団」という。）に

おける公的研究費の不正使用を発生させる要因を把握し、公的研究費の不正使用を防止

することを目的として策定し実施する。 

 

２．不正防止等規則の具体的内容 

 本財団内の責任体系の明確化 

  ①総括責任者 

   ・理事長 

   ・全体を統括する権限と責任を負う。 

   ・部局責任者及び研究倫理教育責任者が責任をもって公的研究費の運営・管理が

行えるように適正にリーダーシップを発揮し、公正な研究活動を推進するために

適切な措置を講じなければならない。 

  ②部局責任者（統括管理責任者） 

   ・菌蕈研究所長 

   ・総括責任者を補佐し、研究倫理の向上及び不正行為の防止等に関する責任者と

して、菌蕈研究所（以下「研究所」という。）全体を統括する実質的な権限と責

任をもつ。 

   ・研究所の具体的状況を確認し、総括責任者に報告しなければならない。 

  ③研究倫理教育責任者（管理責任者） 

   ・菌蕈研究所 副所長または所長付部長 

   ・研究者等に対する研究倫理教育について実質的な責任と権限をもつ。 

   ・研究者等に対して研究者倫理に関する教育を定期的に行わなければならない。 

   ・すべての公的研究費の運営・管理状況を把握し、適切な執行に努めるため、次

の各号に掲げる事項を実施しなければならない。 

   一 研究所における対策を実施し、実施状況を確認するとともに、実施状況を統

部局責任者に報告すること。 

   二 研究者等に対し、研究者倫理教育を実施し、受講状況や理解度を管理監督す

ること。 

   三 研究者等が適切に公的研究費の管理・施行を行っているか等をモニタリング

し、必要に応じて構成員に対し改善を指導すること。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

     

 

 

  

不正行為の申し立て 

（告発人） 

告発窓口 

（事務局） 

総括責任者（理事長） 

予備調査委員会 

理事長は 

告発者に通知 

告発 

・調査委員会設置の通知 

（理事長⇒告発者及び被告発者） 

不要 必要 

・委員長は部局責任者 

・認定内容 

  不正行為が行われたか否か 

  不正行為の内容 

  不正行為に関与した者とその関与の度合 

・本調査実施決定日から起算して 30 日以内に本調

査を開始 

・調査過程で不正事実が一部でも確認された場合

は、速やかに認定 

・本調査開始日から起算して 150 日以内に調査内容

をまとめ、必要事項を認定 

・顕名が原則、不正行為の態様、合理的利用等を明示 

・悪意に基づく申し立てはしてはならない 

・予備調査の指示 

・理事長が指名する者 

 

・告発内容の可能性の検証 

（本調査実施の判断） 

部局責任者を通して報告 

・情報の整理 

 

被告発者 

通知 

通知 

関係者は、不正行為の調査に関して、秘密保持の徹底を行うこと 

 

一般財団法人日本きのこセンターにおける 

研究活動の不正行為に関する取扱 

本調査 

調査委員会 

認 定 



一般財団法人日本きのこセンターにおける研究費等の運営・管理体制 
 

 

 総括責任者 
理事長 

監査室 
本部 経理 

監事 

・全体を総括する権限と責任を負う。 

不正行為通報窓口 
事務局 

部局責任者 
菌蕈研究所 所長 

防止計画推進部署 
相談窓口 
事務局 

・研究活動における不正行為に関する通報

窓口 
・不正行為の申し立てがあった場合は「一

般財団法人日本きのこセンターにおける

研究活動の不正行為に関する取扱」に沿っ

て事務手続きを行う。 
・部局責任者への報告 

・不正使用防止計画推進に関する事務

を行う 
・公的研究費等の使用に関するルール

等に関すること及び研究遂行に係る

事務処理手続き等について機関内外

からの相談を受け付ける窓口 

・研究倫理の向上及び不正行為の防止

等に関する責任者 
・公正な研究活動を推進 
・総括責任者への報告 

・研究者等に対する研究倫理教育について

実質的な責任と権限を持つ。 
・不正使用防止計画の策定 
・研究者等に対して研究者倫理教育を定期

的に行う。 
・部局責任者への報告 

・経費執行（使途、内容に係る説明

責任） 
・誓約書の提出 

・研究費等の経理事務を統括 
・経理責任者 

職員 

研究倫理教育責任者 
菌蕈研究所 所長付部長等 

経理事務責任者 
本部 経理 

会計監査人 

取引業者 

・公的研究費による取引が生じる場合

は、誓約書を提出 
・不正取引に関与した場合は、取引を

停止 


